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表紙提供者プロフィール
東播第３グループ　ガバナー補佐

今月の表紙『神戸電鉄三木駅の新駅舎』

氏　　　名：小林　誠和
所属クラブ：三木みどりロータリークラブ

職 業 分 類：幼保連携型　認定こども園

経　　　歴：2005-06年度 三木みどりロータリークラブ幹事

 2008-11年度 ロータリー財団委員会

  財団情報・寄付小委員会 委員

 2015-16年度 三木みどりロータリークラブ会長

 2022-23年度 研修委員会 委員

 2022-23年度 東播第３グループガバナー補佐

神戸電鉄三木駅は2018年３月に隣接する店舗の

火事で類焼し駅舎は全焼しました。辛うじて下り

ホームは被害が少なく、急遽、仮設の販売機、改

札口で営業を再開しました。粟生線廃止の噂があ

る中、市民や鉄道ファンから多額の寄付金が集ま

り、市役所も予算の決定で2022年５月に駅舎が

完成、駅前ロータリーの整備も終わりました。

三木みどりロータリークラブは2020-21年度に

創立30周年を迎えるにあたり、駅前ロータリーの

一角に記念事業として時計塔を市に寄贈すること

を決定し、設置されました。

本年度の表紙
2022-23年度の表紙は、各グループガバナー補佐の皆様に
ご提供いただいております。
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ロータリーで私たちは、持続可能な良い変化を生むために人びとが手を取り合って行動
する世界というビジョンの実現には、多様性があり、公平で、インクルーシブ（包摂
的）な文化を培うことが不可欠であると理解しています。
私たちは多様性を重んじ、すべての背景、年齢、民族、人種、肌の色、障害、学習
スタイル、宗教、信条、社会経済的立場、文化、婚姻状況、使用言語、性別、性的
指向、ジェンダー自認だけでなく、異なるアイデア、考え、価値観、信念を持つ人びと
による貢献を大切にします。
ロータリーへの入会、参加、リーダーシップの機会といった面で、歴史的に特定の
グループの人びとが障壁に直面していたという点を認識し、すべての人が成功のため
のリソース、機会、ネットワーク、支援への必要なアクセスを得られるよう、地域

社会でのパートナーシップも含め、ロータリーのあらゆる側面で公平さを促進していくことに私たちは全力を注ぎます。
私たちは、すべての人が目に見える、または目に見えない本質的に独自の資質を備えていると信じています。また、自分が大切にされて
いるとすべての人が感じ、帰属意識を持てるようなインクルーシブな文化を築くことに尽力します。
高潔性というロータリーの価値観に従い、DEI（多様性、公平さ、インクルージョン）にいたる旅路において組織として自分たちがどこに
いるのかを正直かつ透明性をもって見据えるとともに、これからも学び、向上し続けていくことに全力を尽くします。
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国際ロータリー第2680地区
ロータリークラブ
会長・幹事の皆様

国際ロータリー第2680地区
ガバナー　阪　上　栄　樹　（宝塚）

厳寒の候いかがお過ごしでしょうか。先
月には、アメリカ合衆国フロリダ州オーラ
ンドにて３年ぶりに対面での国際協議会が
開催され、RI会長エレクトのゴードン　R.　
マッキナリー氏（スコットランド：サウス
クイーンズフェリー・ロータリークラブ）
は次年度のテーマ「CREATE　HOPE　in　the　
WORLD（世界に希望を生み出そう）」を発
表されました。そして、「私たちの目標
は、破壊的な紛争から世界が立ち直れるよ
うに、希望を取り戻すことです。そうすれ
ば、私たち自身のために持続可能な変化を
もたらすことが可能となります。」と述べら
れました。さらに、世界の多くの地域で平和
が実現しない限り、本当の安らぎはないと指
摘され、「平和とは、希望が根づくための土
壌です」と仰っています。
くしくも今月、２月は平和構築と紛争予
防月間です。そして、23日の祝日はロータ
リー設立記念日であり、世界理解と平和の
日でもあります。長引くロシアとウクライ
ナの戦争が早く収束する事を願ってやみま
せんが、この原稿を書いている時点で、１
月６日のロシア正教会のクリスマス休戦も
うまくいっていない報道がされています。
本当に残念なのですが、世界では紛争や戦
争が絶えず、私たちの生活にも大きな影響
をもたらしています。私たちロータリアン
は今生きている人達やその先に続く人たち
に、昨日よりも今日、今日よりも明日、少
しでも良い未来を作っていきたいと願って
行動しております。未来はみんなで作るも
のだと思います。何をするか、どの道を選
ぶか、それを決めるのは皆さんです。これ

からは次年度に向けた行事も続きますが、
それに並行して今年度の行事も多く予定さ
れております。今月には７つのグループの
IMがある予定ですが、グループの皆様が集
われる際には、「平和」・「戦争」あるい
は「紛争」について考える時をもって頂き
たいと思います。そして、来月４日、５日
には４年ぶりの完全対面での地区大会の開
催が予定されております。地区大会の目的
は、クラブ会員がロータリーの最新情報や
地区内の活動状況について学び、ほかのク
ラブのロータリアンと交流することです。
今回はローターアクターにも参加を呼びか
けております。多くの皆様とお会い出来る
ことを楽しみにしております。
この原稿の出稿時には再びCOVID-19の第
８波の感染者数がかなり増え、兵庫県内の
感染者数は10,000名を超える状況になってお
りますが、充分に気を付けてお過ごし頂き
たいと思います。毎号で述べているのです
が、会長・幹事の皆様はくれぐれもご自愛
して頂き、無理の無いクラブ運営をお願い
致します。
最後になりましたが、これもまた、毎号
述べているのですが、今年度の私の行動指
針は、“Let’s　Enjoy　Rotary!!”「共にロー
タリーを楽しみましょう、ロータリーの明
日に夢を込めて」です。私のガバナー年度
も残り５か月を切りましたが、皆様もまだ
まだこれから新しい仲間を増やして、奉仕
にも、学びにも、親睦にもそれぞれの楽し
みを見つけて、充実したロータリーライフ
をお送り頂きたいと思います。
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公式訪問報告及びクラブPR

今年度から例会を３年ぶり
にCOVID-19感染対策を取り
つつ通常開催致しました。今
年度は出来る限り全ての事業
を開催する予定です。当クラ
ブは現在40代から80代まで
の幅広い年代の会員が30名在
籍しています。会員増強では
２年後の50周年に向けて女性

会員を含む10名の会員拡大を目指しております。例会では会
員スピーチと地域で活躍する多様なジャンルの方のゲストス
ピーチをバランスよく取り入れ、会員相互の親睦と公共イメー
ジの向上を念頭に楽しいクラブ運営を心掛けています。

（会長　与田　稔）

公式訪問

クラブPR豊岡円山川ロータリークラブ

開 催 日：10月18日(火)
会　　場：アールベルアンジェ豊岡
開催形式：通常開催

公式訪問

クラブPR 芦屋ロータリークラブは昭
和34年に発足し、令和４年
６月には第3,000回例会を迎
えました。入会５年以内の会
員が11名おり、近年、若い
会員が増加しております。本
年度は、新たな理事が多数選
任され、意欲的な活動を行っ

ております。若手会員とベテラン会員との交流も盛んに行わ
れており、和気あいあいとした友好的なクラブです。ロータ
リアンとしての品格を重んじ、日々ロータリー活動に取り組
んでいます。

（幹事　下元　高文）

芦屋ロータリークラブ

公式訪問

クラブPR姫路中央ロータリークラブ

開 催 日：10月19日(水)
会　　場：ホテル竹園芦屋
開催形式：通常開催

開 催 日：10月20日(木)
会　　場：姫路商工会議所
開催形式：通常開催

2021-22年度西播第１グ
ループガバナー補佐に、松井
正光会員を擁立して、I.M.を
Zoomにて開催いたしました。
青少年交換学生、地区奨学
生、姫路中央冠名奨学生から
なる25名の当クラブ学友の皆
様の、絶大なるご協力によ
り、そのZoom I.M.を成功裡
に終えることが出来ました。

又、姫路中央RC冠名奨学金
の運用可能な基金がUS＄64,604となりましたので、いよい
よ新たな奨学生の公募を開始致します。

なお、当クラブでは会員数が少ない為、各種役職が順次回っ
てきます。それ故に毎日のロータリー活動の密度が濃く、意見
交換も活発となり、かつ和気藹藹と意義あるROTARY LIFEを
ENJOYしています。

（会長　藤森　久嘉）
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公式訪問

クラブPR 当クラブは今年度、創立60
周年を迎え年度後半に周年記
念事業を開催予定です。
COVID-19禍のため、８～９
月の約２か月例会を休止とな
りましたが、９月末より再開
しました。現在、会員27名
中、内女性７名ですが、女性
会員がクラブ運営の先頭にた

たれていて、頼もしい存在です。千種川清掃活動、献血事業
支援、上郡町佐用町の文化事業の後援、交通安全運動の街頭
指導等地域に根ざした社会奉仕活動を行っています。ロータ
リーを出来るだけ楽しみながら、活動しようと会員一同考え
ております。

（会長　江見　孝信）

上郡佐用ロータリークラブ

クラブPR

公式訪問

川西猪名川ロータリークラブ

開 催 日：10月21日(金)
会　　場：上郡町商工会館
開催形式：通常開催

開 催 日：10月25日(火)
会　　場：川西市商工会館
開催形式：通常開催

川西猪名川クラブは1978
年創立で現在会員数15名（女
性３名、男性12名）平均年齢
が2680地区でも常に高い方
の74.8歳ですが、地区補助金
事業などの奉仕活動にも、全
員参加で積極的に取り組んで

おります。本年度は２月に第２回“川西猪名川ロータリークラ
ブ杯争奪・青少年弓道大会”を開催すべく実行委員会中心に川
西市弓道協会の協力を得て実施に向けて取組んでおります。例
会場は円卓会議式で行われており、ビジター様からの評判も良
いと思っております。また、会員同士のコミュニケーションも
取りやすく親睦豊かなクラブと自負しております。

（会長　高木　勝久・幹事　中原　佳子）

公式訪問

クラブPR津名ロータリークラブ

開 催 日：10月26日(水)
会　　場：淡路信用金庫志筑支店
開催形式：通常開催

津名ロータリークラブの会
員数は現在36名（男性34
名・女性２名）で入会～５年
未満が11名です。近年新会員
が増えていますが、COVID-19
禍で満足出来る活動が出来
ず、入会間もない会員は、
ロータリーの素晴らしさ、楽
しみが経験出来ません。そこ
で、本年のテーマとして、
「取り戻そう　ロータリーラ

イフを!!」「例会を楽しみ　未来のクラブを創造しよう!!」と
し、例会も出来る限り通常例会とし、持続可能な奉仕活動を造
ります。
その為には、先ずは会員同士の親睦を図り、意思の疎通を
図り、ロータリーライフを取り戻し、未来のクラブを作って
いきます。

（会長　奥野　幸男）
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Zoomにて開催いたしました。
青少年交換学生、地区奨学
生、姫路中央冠名奨学生から
なる25名の当クラブ学友の皆
様の、絶大なるご協力によ
り、そのZoom I.M.を成功裡
に終えることが出来ました。

又、姫路中央RC冠名奨学金
の運用可能な基金がUS＄64,604となりましたので、いよい
よ新たな奨学生の公募を開始致します。

なお、当クラブでは会員数が少ない為、各種役職が順次回っ
てきます。それ故に毎日のロータリー活動の密度が濃く、意見
交換も活発となり、かつ和気藹藹と意義あるROTARY LIFEを
ENJOYしています。

（会長　藤森　久嘉）
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公式訪問

クラブPR西宮恵美寿ロータリークラブ

開 催 日：10月27日(木)
会　　場：ホテルヒューイット甲子園
開催形式：ハイブリッド

当クラブは今年度、創立25
周年行事を４月８日に開催す
るにあたり22名の会員一同、
感謝の気持ちを心のこもった
恵美寿らしいおもてなしで表
し、皆様をお迎えしようと考
えております。少人数でも仲
が良く個性豊かな我々、
COVID-19によるZoom例会

から10月に脱しハイブリッド例会となりましたが、待ちきれ
ずに９月25日に家族会として三田のキリンビール工場見学を
実施しました。皆の元気な笑顔が久しぶりに見られて一同大変
楽しい一日になりました。“今を楽しく、大切に”

（会長　浜田伸二郎）

公式訪問

クラブPR 当クラブは前前年30周年を迎
えましたがCOVID-19の為、周
年事業の開催を見合わさざるを得
ませんでした。現在は40周年に
向けて気分も新たにスタートを
切っています。会員数は７名と少
数ですが小規模であるが故、会員
相互の仲はよいです。出席率はほ
ぼ100％を続けています。
我々が長期間にわたり継続して
いる事業が二つあります。一つは
消防署員の表彰です。消防署から

二人の職員を優良消防士として推薦していただき例会で消防に関する
話をしていただいています。
二つはなぎなた大会の開催です。伊丹市のなぎなた協会のご尽力で
競技会の運営を主導していただき、我々は表彰式で賞状を渡すのに出
ていくだけですがこれを10年超継続してきました。
これからも小規模クラブの特徴を生かしてユニークなクラブ運営を
行っていけたらと思っています。

（会長　福田　晋也）

伊丹昆陽池ロータリークラブ

開 催 日：10月27日(木)
会　　場：伊丹シティホテル
開催形式：通常開催

公式訪問

クラブPRあわじ中央ロータリークラブ

開 催 日：10月26日(水)
会　　場：広田地区公民館
開催形式：通常開催

あわじ中央ロータリークラブ
は、昨年度30周年を迎えた淡
路グループの中で一番新しく設
立されたクラブです。会員数は
18名（女性会員０名）で平均
年齢は56.5歳と地区内でも若
い会員の割合が多いクラブで
す。淡路グループでは唯一の夜
間例会を行っております。今年
度はできるだけ対面での例会開
催に努めていく予定です。

社会奉仕活動として平成12年より淡路子どもの心研修会を開
催しています。今年の開催で第42回目となります。開催当初は
会場設営から開催の案内や講師の送迎まですべて会員が行ってき
ましたが、現在は地区の学校保健会と共催し講師の選任や運営を
主な活動にしています。今後も地域に役立つ活動に努めていきた
いと思っています。

（会長　津本　定也）
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公式訪問

クラブPR 三木みどりロータリークラ
ブは、現会員数27名で、創立
31年を迎えます。
本年度は、「奉仕の理想を
実践して自らを磨こう」とい
う会長基本方針のもと、三大
奉仕事業、委員会事業で実践
するだけでなく、地区補助金
事業にも取り組み、また継続
事業としてクラブ30周年事業

としてカンボジアに井戸をクラブ・会員企業合わせて31基贈
呈した事業を通して、交流を拡大していきます。また、新たに
野球の同好会を発足し、ゴルフ、グルメ、体操等会員の親睦を
深める活動も積極的に開催しクラブの団結力を高め、地域に貢
献していきます。

（幹事　岩谷　司）

三木みどりロータリークラブ

クラブPR

公式訪問

明石ロータリークラブ

公式訪問

クラブPRHYOGOロータリーEクラブ

開 催 日：10月31日(月)
会　　場：三木商工会館
開催形式：通常開催

開 催 日：11月２日(水)
会　　場：ホテルキャッスルプラザ（西明石）
開催形式：通常開催

開 催 日：11月４日(金)
会　　場：HYOGOロータリーEクラブ事務所
開催形式：ハイブリッド

明石ロータリークラブは、
昭和25年に創立し兵庫県県
下では４番目に歴史が古く、
70数年に渡り地域と密着し
た積極的な奉仕活動を行って
参りました。しかし、この度
の事件は弊クラブの会員が
COVID-19禍、緊急事態宣言
中に起こした事件であり広く
報道されることにより、ロー

タリークラブ及びロータリアンの名誉と信用を損なってしまい
ました。今年度は、地区からの御指導も仰ぎ、名実ともに模範
となるクラブに再生していく為、創立の原点に立ち返り魅力あ
るクラブを目指し、将来的には奉仕活動にも取り組んでいきた
いと考えております。

（幹事　後　祥和）

HYOGOロータリーEクラブ
は、2014年宝塚武庫川RCをス
ポンサークラブ、篠山RCをコ・
スポンサークラブとして創立され
たオンラインで例会を開催するク
ラブです。
Eクラブのメリットは、体の不

自由な方、例会場まで遠距離な
方、海外出張などが多い方など毎
週の例会に物理的に行くことがで
きないという方でも参加できると
いう点にあります。

他クラブの方もインターネットを介して365日24時間メークアッ
プしていただくことが可能です。
リアルなコミュニケーションも大切にしたいので毎週Zoomを

使ってお互い顔の見える形での打合せや親睦活動を行い、創立初期よ
り兵庫県赤十字血液センターに団体登録し積極的に献血に参加すると
いう奉仕活動を行っています。

（会長　藤原　一秀）

公式訪問

クラブPR西宮恵美寿ロータリークラブ

開 催 日：10月27日(木)
会　　場：ホテルヒューイット甲子園
開催形式：ハイブリッド

当クラブは今年度、創立25
周年行事を４月８日に開催す
るにあたり22名の会員一同、
感謝の気持ちを心のこもった
恵美寿らしいおもてなしで表
し、皆様をお迎えしようと考
えております。少人数でも仲
が良く個性豊かな我々、
COVID-19によるZoom例会

から10月に脱しハイブリッド例会となりましたが、待ちきれ
ずに９月25日に家族会として三田のキリンビール工場見学を
実施しました。皆の元気な笑顔が久しぶりに見られて一同大変
楽しい一日になりました。“今を楽しく、大切に”

（会長　浜田伸二郎）

公式訪問

クラブPR 当クラブは前前年30周年を迎
えましたがCOVID-19の為、周
年事業の開催を見合わさざるを得
ませんでした。現在は40周年に
向けて気分も新たにスタートを
切っています。会員数は７名と少
数ですが小規模であるが故、会員
相互の仲はよいです。出席率はほ
ぼ100％を続けています。
我々が長期間にわたり継続して
いる事業が二つあります。一つは
消防署員の表彰です。消防署から

二人の職員を優良消防士として推薦していただき例会で消防に関する
話をしていただいています。
二つはなぎなた大会の開催です。伊丹市のなぎなた協会のご尽力で
競技会の運営を主導していただき、我々は表彰式で賞状を渡すのに出
ていくだけですがこれを10年超継続してきました。
これからも小規模クラブの特徴を生かしてユニークなクラブ運営を
行っていけたらと思っています。

（会長　福田　晋也）

伊丹昆陽池ロータリークラブ

開 催 日：10月27日(木)
会　　場：伊丹シティホテル
開催形式：通常開催

公式訪問

クラブPRあわじ中央ロータリークラブ

開 催 日：10月26日(水)
会　　場：広田地区公民館
開催形式：通常開催

あわじ中央ロータリークラブ
は、昨年度30周年を迎えた淡
路グループの中で一番新しく設
立されたクラブです。会員数は
18名（女性会員０名）で平均
年齢は56.5歳と地区内でも若
い会員の割合が多いクラブで
す。淡路グループでは唯一の夜
間例会を行っております。今年
度はできるだけ対面での例会開
催に努めていく予定です。

社会奉仕活動として平成12年より淡路子どもの心研修会を開
催しています。今年の開催で第42回目となります。開催当初は
会場設営から開催の案内や講師の送迎まですべて会員が行ってき
ましたが、現在は地区の学校保健会と共催し講師の選任や運営を
主な活動にしています。今後も地域に役立つ活動に努めていきた
いと思っています。

（会長　津本　定也）
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公式訪問

クラブPR甲子園ロータリークラブ

開 催 日：11月9日(水)
会　　場：ホテルヒューイット甲子園
開催形式：ハイブリッド

公式訪問

クラブPR

当クラブはCOVID-19禍の現
在、正しく「心身／健康第一」
をモットーに、特に心の健全を
毎優先に考え年６回の〈コン
サート例会〉を催すこととなり
ました。大阪フィルハーモニー
交響楽団とタイアップしたハイ
レベルな室内楽をサロン風なコ
ンサートで昼の一時を楽しんで
います。
西宮の自然を守る活動に西宮

自然保護協会と協力して励んでいます。全国ロータリークラブ野
球大会の設立と運営協力して甲子園球場での開催に尽力、そして
台湾の「東華ロータリークラブ」との公私にわたる親密な交流に
よる活動もCOVID-19禍で中断しているのは残念です。
若いメンバーが増えたクラブの今後の活動を楽しみにしてい

ます。
（会長　泉庄右衛門）

西宮イブニングロータリー
クラブは、本年度【時間を大
切に】～２度と戻らない時間
を共に過ごす～をテーマに活
動をしております。残念なが
らCOVID-19感染拡大防止を
考え、クラブ初の地区補助金
プロジェクトを開催すること
はできませんでした。然しな
がら皆で様々なリスクを踏ま

え検討したこと等がとても良い経験となりました。これからの
クラブ活動に役立てたいです。今年から同好会もスタートし、
より一層クラブ内の親睦も深めることができそうです。達成が
簡単に出来ることも難しそうなことも感謝をしながら、前向き
に活動できるクラブになりたいと思います。

（会長　松嶋　洋子）

西宮イブニングロータリークラブ

公式訪問

クラブPR神戸モーニングロータリークラブ

開 催 日：11月９日(水)
会　　場：西宮市男女共同参画センター
開催形式：ハイブリッド

開 催 日：11月10日(木)
会　　場：香港茶楼
開催形式：ハイブリッド

当クラブは2680地区のメ
ンバーとしてご承認いただい
てから７年目という若いクラ
ブですが、地区内で最もメン
バーの平均年齢が低い（48.6
歳－12月26日現在）クラブ
でもあります。毎週木曜日朝7
時より元町「香港茶楼」で開
催する例会では、ハイブリッ
ドでの開催形式も活用し、近
隣在住者に必ずしも限定せ

ず、各界で活躍されている多様な人材に卓話いただき交流する
ことを試みており、会員・ゲスト参加の皆様の新しい気づき・
興味の掘り起こしの一助となればと考えております。朝早くか
らの例会開催ですが、交通の便もよく、出勤前のメイクアップ
には最適かと存じますので、是非ゲスト参加で覗きにいらして
ください。歓迎いたします。

（会長　重田　和寿）
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公式訪問

クラブPR 当クラブは、会員数35名、
うち女性会員２名、会員の平
均年齢は59歳と、比較的老若
男女のバランスのとれたクラ
ブと言えると思います。しか
し、チャーターメンバーを中
心にご高齢の会員も相当数存
在し、若手会員の増強が喫緊
の課題となっています。

そこで、12月15日、当ク
ラブの初めての試みとして、

入会候補者を対象とするオープン例会を開催し、プロのクラ
シック演奏家がクリスマスにちなんだ曲を奏でる中、なごや
かな雰囲気で５名の入会候補者に例会を体験していただきま
した。参加者のうち、何名かは入会される見込みであり、こ
れからも定期的にオープン例会を開催していきたいと考えて
います。

（幹事　藤掛　伸之）

神戸西神ロータリークラブ

クラブPR

公式訪問

高砂青松ロータリークラブ

公式訪問

クラブPR和田山ロータリークラブ

開 催 日：11月10日(木)
会　　場：神戸西神オリエンタルホテル
開催形式：通常開催

開 催 日：11月16日(水)
会　　場：高砂商工会議所
開催形式：通常開催

開 催 日：11月17日(木)
会　　場：ル・パルク
開催形式：通常開催

高砂青松RCは創立45周年を迎
えました。現在40名の会員で
「地域の皆様に喜んでもらえる何
かいいことをしよう」を合言葉に
活動しています。本年度は45周
年記念事業として「剣道は勝ち負
けではなく人づくり」という思い
で、競技だけでなく人材育成にも
注力されている高砂市剣道連盟に
日々稽古に精進する少年少女への
励みになればと優勝カップ２基を
贈呈しました。またロータリアン

の竹田契一先生による第９回発達障害者支援講演会を拡大版で教職
員、関係の皆様に動画配信させていただき、視聴していただきまし
た。いずれも次代を担う青少年の健全育成に努める青少年奉仕委員会
活動の一環として行いました。本年のスローガンである笑顔溢れる明
るく楽しい例会、心安らぎ、心地よい例会を目指し、すべての会員が
ロータリーをより好きになるように努めてまいります。

（会長　庄司　武）

1981年創立。会員数22名
（内女性１名）からなる明るく
元気いっぱいのクラブです。
本年度のRIの方針IMAGINE 
ROTARY（私達ビートルズ世
代にはお腹にストンと落ちる言
葉）。2680地区阪上ガバナー
は“Let’s Enjoy Rotary!!”
「共にロータリーを楽しみま
しょう、ロータリーの明日に
夢を込めて」をテーマに掲げ

ておられます。当クラブでは、“しなやかでいこう”を本年度
のテーマとして掲げ、「しなやかに　凛として　一朶の雲を目
指そう。」一朶の雲をロータリアンとしての夢、目的、憧れに
なぞらえ共有していくことを目指していきます。一朶の雲を目
指して大いに楽しみながら上がっていきたいと思います。その
坂の上の景色をImagineして。

（幹事　衣川　義弘）

公式訪問

クラブPR甲子園ロータリークラブ

開 催 日：11月9日(水)
会　　場：ホテルヒューイット甲子園
開催形式：ハイブリッド

公式訪問

クラブPR

当クラブはCOVID-19禍の現
在、正しく「心身／健康第一」
をモットーに、特に心の健全を
毎優先に考え年６回の〈コン
サート例会〉を催すこととなり
ました。大阪フィルハーモニー
交響楽団とタイアップしたハイ
レベルな室内楽をサロン風なコ
ンサートで昼の一時を楽しんで
います。
西宮の自然を守る活動に西宮

自然保護協会と協力して励んでいます。全国ロータリークラブ野
球大会の設立と運営協力して甲子園球場での開催に尽力、そして
台湾の「東華ロータリークラブ」との公私にわたる親密な交流に
よる活動もCOVID-19禍で中断しているのは残念です。
若いメンバーが増えたクラブの今後の活動を楽しみにしてい

ます。
（会長　泉庄右衛門）

西宮イブニングロータリー
クラブは、本年度【時間を大
切に】～２度と戻らない時間
を共に過ごす～をテーマに活
動をしております。残念なが
らCOVID-19感染拡大防止を
考え、クラブ初の地区補助金
プロジェクトを開催すること
はできませんでした。然しな
がら皆で様々なリスクを踏ま

え検討したこと等がとても良い経験となりました。これからの
クラブ活動に役立てたいです。今年から同好会もスタートし、
より一層クラブ内の親睦も深めることができそうです。達成が
簡単に出来ることも難しそうなことも感謝をしながら、前向き
に活動できるクラブになりたいと思います。

（会長　松嶋　洋子）

西宮イブニングロータリークラブ

公式訪問

クラブPR神戸モーニングロータリークラブ

開 催 日：11月９日(水)
会　　場：西宮市男女共同参画センター
開催形式：ハイブリッド

開 催 日：11月10日(木)
会　　場：香港茶楼
開催形式：ハイブリッド

当クラブは2680地区のメ
ンバーとしてご承認いただい
てから７年目という若いクラ
ブですが、地区内で最もメン
バーの平均年齢が低い（48.6
歳－12月26日現在）クラブ
でもあります。毎週木曜日朝7
時より元町「香港茶楼」で開
催する例会では、ハイブリッ
ドでの開催形式も活用し、近
隣在住者に必ずしも限定せ

ず、各界で活躍されている多様な人材に卓話いただき交流する
ことを試みており、会員・ゲスト参加の皆様の新しい気づき・
興味の掘り起こしの一助となればと考えております。朝早くか
らの例会開催ですが、交通の便もよく、出勤前のメイクアップ
には最適かと存じますので、是非ゲスト参加で覗きにいらして
ください。歓迎いたします。

（会長　重田　和寿）
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公式訪問

クラブPR宝塚ロータリークラブ

開 催 日：11月30日(水)
会　　場：宝塚ホテル
開催形式：通常開催

女性会員が多いと言われて
いる宝塚RCでは、その名の通
り華やかで和かで常に明るい
雰囲気で例会が開催されてい
ます。なので会員間の交流と
いう点ではどこよりも活発か
つ柔和な環境で行われている
のが最大の特徴です。まさに
阪上ガバナーの下で「Let’s 

Enjoy Rotary!!」を体現していると言えます。加えて旧宝塚
中RCと旧宝塚RCが合併したことにより、さらにパワーアップ
した宝塚RCとなりました。皆さん、是非とも当例会にお越し
頂き､“Let’s Enjoy Rotary!!”しましょう！

（幹事　大山　昌勲）

2022年７月14日 伊丹ロータリークラブから始まった公式訪問も、12月22日の加古川中央ロー
ターアクトクラブで、ご訪問させていただいたクラブは70RCと8RACとなり、残すは2023年４月
に淡路ローターアクトクラブへご訪問する予定のみとなり、年内は無事終えることが出来ました。

汗だくになりながらのご訪問に始まり、最後は小雪舞い散る中での帰宅、各クラブの皆様には本当
に心温まるおもてなし、誠に有難うございました。感じたことは「兵庫県は五国である」という事で
した。それぞれが地域に根付き、地元にあった雰囲気のクラブライフで例会を楽しんでいる、又奉仕
活動に励んでおられる姿でした。共通して云える事は、高齢化による会員減少に加え、ここ２年余り
のCOVID-19の影響でした。ロータリーの楽しみの一つは、お互い顔を合わせて会話を楽しみ、又酒
を酌み交わすことであると思います。

この２月からは７グループのIMが開催され、そして3月には地区内最大行事である地区大会があ
ります。2023年３月４・５日神戸ポートピアホテルでお会い出来る事を楽しみにしております。

最後になりましたが、クラブ会長・幹事様、会員の皆様、重ねて本当に有難うございました。

公式訪問を終えて

代表幹事　古川　彰治（宝塚）
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職業奉仕セミナー

職業奉仕副委員長　冨田　博重（柏原）
１月15日（日）◆神戸ポートピアホテル　偕楽

COVID-19の第８波の中にもかかわらずご

参加いただいた皆様には、心から感謝申し

上げます。またご遠方にもかかわらず、快

く講師をお引き受けいただきました、栃木

県宇都宮北ロータリークラブ、2550地区パ

ストガバナー鈴木宏様には心より感謝申し

上げます。

すべてのクラブで、COVID-19禍にあって

本来の話し合いの例会が持ちがたい中、今

回の鈴木PDGのお話を伺って、職業奉仕に

対する思いを新たにしていただき、われわ

れのロータリー、われわれの職業奉仕を取

り戻したい。そういう思いで開催いたまし

た。110名のご参加と、ガバナー補佐の皆様

のご参加もいただきましたことは、心強い

限りでした。ありがとうございました。

　

第１部の講演と第２部パネルディスカッ

ションの構成で行いました。パネリスト

は、鈴木宏、安平和彦、中村尚義各パスト

ガバナーと司会は大内委員長でした。

「今日のお話で、皆さんに持って帰って

ほしいところはどこですか」との質問に対

して「職業奉仕も職業倫理もすべてはクラ

ブ例会から生まれてくるということです」

と答えられました。例会の活性化を何より

も大切にしておられて、「例会が形骸化し

ないために、２～３か月に１度卓話の時間

に少人数でフリートーキングをやってい

る。本来の使命である人づくりを忘れてい

ると、組織は内部から崩壊していく。足元

の石ころを、一つ一つ拾いながら心を磨い

ていくことが大切。ロータリーのサービス

の理念に身も心も浸しておくと、自分の行

動のすべてがサービスの実践になっていく

のだ。」などなど示唆にあふれた言葉と思

想で組み立てられたお話でした。今回のお

話を材料にして、クラブの小人数トーキン

グが盛り上がっている絵が浮かんできまし

た。本年度は今後も、ガバナー補佐の皆様

にお世話になって、地区内４か所で公開委

員会を行います。大内委員長を中心に、一

生懸命取り組みます。

どうかよろしくお願いいたします。 

公式訪問

クラブPR宝塚ロータリークラブ

開 催 日：11月30日(水)
会　　場：宝塚ホテル
開催形式：通常開催

女性会員が多いと言われて
いる宝塚RCでは、その名の通
り華やかで和かで常に明るい
雰囲気で例会が開催されてい
ます。なので会員間の交流と
いう点ではどこよりも活発か
つ柔和な環境で行われている
のが最大の特徴です。まさに
阪上ガバナーの下で「Let’s 

Enjoy Rotary!!」を体現していると言えます。加えて旧宝塚
中RCと旧宝塚RCが合併したことにより、さらにパワーアップ
した宝塚RCとなりました。皆さん、是非とも当例会にお越し
頂き､“Let’s Enjoy Rotary!!”しましょう！

（幹事　大山　昌勲）

2022年７月14日 伊丹ロータリークラブから始まった公式訪問も、12月22日の加古川中央ロー
ターアクトクラブで、ご訪問させていただいたクラブは70RCと8RACとなり、残すは2023年４月
に淡路ローターアクトクラブへご訪問する予定のみとなり、年内は無事終えることが出来ました。

汗だくになりながらのご訪問に始まり、最後は小雪舞い散る中での帰宅、各クラブの皆様には本当
に心温まるおもてなし、誠に有難うございました。感じたことは「兵庫県は五国である」という事で
した。それぞれが地域に根付き、地元にあった雰囲気のクラブライフで例会を楽しんでいる、又奉仕
活動に励んでおられる姿でした。共通して云える事は、高齢化による会員減少に加え、ここ２年余り
のCOVID-19の影響でした。ロータリーの楽しみの一つは、お互い顔を合わせて会話を楽しみ、又酒
を酌み交わすことであると思います。

この２月からは７グループのIMが開催され、そして3月には地区内最大行事である地区大会があ
ります。2023年３月４・５日神戸ポートピアホテルでお会い出来る事を楽しみにしております。

最後になりましたが、クラブ会長・幹事様、会員の皆様、重ねて本当に有難うございました。

公式訪問を終えて

代表幹事　古川　彰治（宝塚）
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2023-24年度補助金管理セミナー

補助金小委員長　秦　紳一郎（洲本）
12月11日（日）◆神戸ポートピアホテル　和楽

2023-24年度ロータリー財団の補助金申請
に向けた補助金管理セミナーを開催いたし
ました。このセミナーはロータリー財団の
地区補助金およびグローバル補助金を申請
するにあたり出席が義務付けられており、
クラブの参加資格認定の必須条件となって
おります。セミナーにはクラブ会長エレク
トを中心に61クラブからの参加があり、地
区関係者を含め100名余りが出席しました。
セミナーは６つのセッションで行いまし
た。まずセッション１では、ロータリー財
団管理委員である三木明元RI理事に「ロー
タリー財団の使命」という演題で講演をい
ただきました。管理委員の立場から財団の
国際的でグローバルな面や信頼度、ビル&メ
リンダ・ゲイツ財団とのパートナーシップ
などについて分かりやすくお話をいただき
ました。
セッション２の①では、まず補助金小委
員会から昨年度の寄付額と地区財団活動資
金（DDF）配分の確定値及び今年度の現状
をお話しした後、クラブの参加資格につい
て説明いたしました。②では社会奉仕小委
員会から地区補助金（奉仕プロジェクト）

申請にあたっての留意点とガイドラインに
ついて詳しくお話しました。
セッション３では、奨学金・平和フェ
ローシップ小委員長より地区奨学金（タイ
プ１，２，３）、グローバル補助金（奨学
金）プログラムの説明と申請の留意点や本
年度の奨学生の話をいたしました。セッ
ション４は国際奉仕委員会からグローバル
補助金（人道的プロジェクト）プログラム
の説明および申請の留意点の説明があり、
セッション５ではVTT小委員会から地区補
助金（VTT）・グローバル補助金（VTT）
の説明がありました。
セッション６は、セミナーやグループ内
の事について、次期ガバナー補佐を中心に
約30分間内容盛りだくさんのグループディ
スカッションを行いました。
今回のセミナー開催に先立って、補助金
申請・補助金管理マニュアルをより使いや
すくしようと一部改訂いたしましたので、
ご活用いただければ幸いです。
最後に、セミナーに参加いただいた各　
クラブの皆様に御礼申し上げるとともに、
補助金の申請をお待ちしております。
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青少年交換第３回来日生・第２回派遣候補生オリエンテーション

青少年交換小委員長　小倉　克輝（姫路東）
12月18日（日）◆神戸ポートピアホテル　すみれ・つつじ

12月18日（日）◆神戸ポートピアホテル　キーノーツ

12月18日(日)13時より神戸ポートピアホテルにて、2023-24年度青少年交換長期派遣候補生と

2022-23年度青少年交換長期来日生を集めてオリエンテーションが開催されました。

今回のメインは５名の派遣候補生によるパワーポイントを使って英語での10分間自己紹介で

した。学生が派遣される国は様々で英語圏では無い国もありますが、どの国へ行っても英語で

最低限のコミュニケーションができるように準備させることが目的です。

英語の他に派遣候補生には出発までの毎月のオリエンテーションを通じて、ロータリーの派

遣生としての心得やホストファミリーや学校での過ごし方などを説明して、実際に留学先へ

行ってから困らないように準備していただきます。

今回はこの他に来日生ホストファミリーの会議を行い、今後に向けての様々な情報交換がで

きました。

オリエンテーション終了後、神戸ポートピアホテルのキーノーツにてクリスマスパーティー

を行いました。３年ぶりの開催となったこの会で来日生、派遣候補生、ロータリアンの方々な

ど、青少年交換に関わる多くの方々にお会いすることができ、とても嬉しかったです。

派遣候補生と来日生が交流する姿を見て、また青少年交換を再開することができてよかった

なという気持ちと、多くの人によって支えられ、この青少年交換を行うことができていること

を改めて感じました。

毎年、学友会主催で行っているこのイベントですが、現在中心に活動しているメンバーに

とっては初めての企画、運営でした。至らない部分も多々あったかと思いますが、皆様のおか

げで無事終わることができました。ありがとうございました。

青少年交換学友会　会長　根本　心音

2023-24年度補助金管理セミナー

補助金小委員長　秦　紳一郎（洲本）
12月11日（日）◆神戸ポートピアホテル　和楽

2023-24年度ロータリー財団の補助金申請
に向けた補助金管理セミナーを開催いたし
ました。このセミナーはロータリー財団の
地区補助金およびグローバル補助金を申請
するにあたり出席が義務付けられており、
クラブの参加資格認定の必須条件となって
おります。セミナーにはクラブ会長エレク
トを中心に61クラブからの参加があり、地
区関係者を含め100名余りが出席しました。
セミナーは６つのセッションで行いまし
た。まずセッション１では、ロータリー財
団管理委員である三木明元RI理事に「ロー
タリー財団の使命」という演題で講演をい
ただきました。管理委員の立場から財団の
国際的でグローバルな面や信頼度、ビル&メ
リンダ・ゲイツ財団とのパートナーシップ
などについて分かりやすくお話をいただき
ました。
セッション２の①では、まず補助金小委
員会から昨年度の寄付額と地区財団活動資
金（DDF）配分の確定値及び今年度の現状
をお話しした後、クラブの参加資格につい
て説明いたしました。②では社会奉仕小委
員会から地区補助金（奉仕プロジェクト）

申請にあたっての留意点とガイドラインに
ついて詳しくお話しました。
セッション３では、奨学金・平和フェ
ローシップ小委員長より地区奨学金（タイ
プ１，２，３）、グローバル補助金（奨学
金）プログラムの説明と申請の留意点や本
年度の奨学生の話をいたしました。セッ
ション４は国際奉仕委員会からグローバル
補助金（人道的プロジェクト）プログラム
の説明および申請の留意点の説明があり、
セッション５ではVTT小委員会から地区補
助金（VTT）・グローバル補助金（VTT）
の説明がありました。
セッション６は、セミナーやグループ内
の事について、次期ガバナー補佐を中心に
約30分間内容盛りだくさんのグループディ
スカッションを行いました。
今回のセミナー開催に先立って、補助金
申請・補助金管理マニュアルをより使いや
すくしようと一部改訂いたしましたので、
ご活用いただければ幸いです。
最後に、セミナーに参加いただいた各　
クラブの皆様に御礼申し上げるとともに、
補助金の申請をお待ちしております。
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地区補助金（奉仕プロジェクト）報告

2023学年度 米山記念奨学生面接選考会

▶10月15日（土）
▶西区文化センター「なでしこホール」
プロジェクト予算総額：340,000円　地区補助金額：170,000円

詐欺への注意喚起を
テーマとしたシンポジウム

神戸西神ロータリークラブ

米山記念奨学委員長　武本　正照（尼崎北）
12月10日（土）◆三宮研修センター

2023学年度米山記念奨学生の面接選考会

を開催致しました。COVID-19蔓延防止対策

として、会場に入るときには検温を義務付

け、また、面接室内では、学生と面接官お

よび面接官同士の飛沫防止のためアクリル

板を設置し、万全の態勢で行いました。面

接官は阪上ガバナー、髙瀬米山奨学会学

務・選考委員、安行ガバナーエレクト、米

山記念奨学委員会21名で行い、40名の応募

者の中より16名を2023学年度米山記念奨学

生に採用（2023年度採用枠23名・継続奨学

生６名）しました。

面接では、面接官から「日本への留学の

目的」や、「交流や親善への熱意」等の質

問をし、学生のコミュニケーション能力や

人間性を見ていただき評価をしました。面

接官の間でも様々な意見がある中、最終的

には、出身校や国籍、また、採用年数など

バランスの取れた選考ができたと実感して

おります。

神戸市西区の住民を対象として，最近増加して

いる振込め詐欺やリフォーム詐欺などの特殊詐欺

の手口を再現動画や実例情報を提供することによ

り、区民に特殊詐欺の手口を理解してもらうこと

により、同様の被害に遭うことを防止することを

目的としたシンポジウムを開催した。

神戸市西警察署生活安全課と神戸市消費生活セ

ンターの各担当から講演していただき、又、落語

家による詐欺をおもしろくわかりやすい落語にて

紹介し、区民が特殊詐欺の被害に遭わないよう、

啓発活動ができた。

（文責：幹事　藤掛 伸之）
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▶PR動画等作成配付：2022年８月～11月頃
　キャリア形成支援事業：2022年12月20日（火）
▶丹波篠山市田園交響ホール
プロジェクト予算総額：640,000円　地区補助金額：320,000円

地元高校の紹介ＰＲ動画の
作成とキャリア形成支援事業

篠山ロータリークラブ

▶11月20日（日）
▶かこてらす（東加古川子育てプラザ）
プロジェクト予算総額：680,000円　地区補助金額：340,000円

子育てボランティアへの
支援プロジェクト

加古川中央ロータリークラブ

この度、我々ロータリークラブは、社会貢献を
目的とした地区補助金制度を活用しての「子育て
ボランティアへの支援プロジェクト」を行いまし
た。今もまだ、COVID-19禍において、巣ごもり
需要が高まる中、子供たちをはじめ子育て世代の
方に、少しでも和らいでいただくために、子育て
ボランティアの方に活躍してもらえる環境を整え
るため、本市の施設に絵本や大型紙芝居などを贈
呈いたしました。COVID-19禍の大変な状況下の
中ではありますが、多くの方に周知するために絵
本の贈呈式を行いました。当日は、多くのこども
たちをはじめ保護者の方、また、市の関係職員に
もご参加いただき、読み聞かせボランティアの方
に、読み聞かせや手遊び、横断幕シアターなど
色々な催しをしていただき大変ご好評をいただき
ました。今後は、絵本や紙芝居など有効にご活用
いただけると期待しております。

（文責：社会奉仕委員長　玉川 英樹）

近年の少子化問題は、地域社会の経済システ
ム・地域の持続可能性に深く影響し、大きな社会
的課題となっている。当地域でも少子化が進む
中、中学生徒数は減少し、市内３高校への進学率
も低迷している状況にある。

そこで市内中学生とその保護者・関係者を対象
に、中学生と同じ目線で伝える事の出来る高校生
が主体となり、それぞれ高校の特色・魅力を伝え
るPR動画を作製し、先輩から後輩へ、夢・目標
に向かって進路選択のアドバイスや情報をプレ
ゼンし共有する機会を持ちました。将来、地域
社会を担う活躍の期待と、夢に向かって自分ら
しい生き方を実現するためのキャリア形成支
援、地域に根ざした青少年育成支援をすること
ができました。

（文責：社会奉仕委員長　月森 一延）

地区補助金（奉仕プロジェクト）報告

2023学年度 米山記念奨学生面接選考会

▶10月15日（土）
▶西区文化センター「なでしこホール」
プロジェクト予算総額：340,000円　地区補助金額：170,000円

詐欺への注意喚起を
テーマとしたシンポジウム

神戸西神ロータリークラブ

米山記念奨学委員長　武本　正照（尼崎北）
12月10日（土）◆三宮研修センター

2023学年度米山記念奨学生の面接選考会

を開催致しました。COVID-19蔓延防止対策

として、会場に入るときには検温を義務付

け、また、面接室内では、学生と面接官お

よび面接官同士の飛沫防止のためアクリル

板を設置し、万全の態勢で行いました。面

接官は阪上ガバナー、髙瀬米山奨学会学

務・選考委員、安行ガバナーエレクト、米

山記念奨学委員会21名で行い、40名の応募

者の中より16名を2023学年度米山記念奨学

生に採用（2023年度採用枠23名・継続奨学

生６名）しました。

面接では、面接官から「日本への留学の

目的」や、「交流や親善への熱意」等の質

問をし、学生のコミュニケーション能力や

人間性を見ていただき評価をしました。面

接官の間でも様々な意見がある中、最終的

には、出身校や国籍、また、採用年数など

バランスの取れた選考ができたと実感して

おります。

神戸市西区の住民を対象として，最近増加して

いる振込め詐欺やリフォーム詐欺などの特殊詐欺

の手口を再現動画や実例情報を提供することによ

り、区民に特殊詐欺の手口を理解してもらうこと

により、同様の被害に遭うことを防止することを

目的としたシンポジウムを開催した。

神戸市西警察署生活安全課と神戸市消費生活セ

ンターの各担当から講演していただき、又、落語

家による詐欺をおもしろくわかりやすい落語にて

紹介し、区民が特殊詐欺の被害に遭わないよう、

啓発活動ができた。

（文責：幹事　藤掛 伸之）
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『ロータリー百話』の復刻版刊行

この本は、故深川純一PDG（伊丹）からの諮問を受け、地区ロータリー情報委員会の故辻
忠夫PDG（豊岡）が責任編集でまとめられた例話集です。（1991年６月刊行）

このたびクラブの創立70周年記念事業のひとつとして、関係者のご理解をいただき、復刻版
を発刊いたしました。阪上栄樹ガバナーからも、式典でのご挨拶で（代読)
『ロータリー百話』について触れていただきました。 

新会員向けのロータリー読本というだけではなく、ロータリーを理解
するためにも是非ご一読いただきたい書物です。多少残部がありますの
で、この機会にお求めいただければとご案内いたします。 

できるだけまとめて（クラブ単位で）お申込みいただければ幸いです。 

〈申込先〉
豊岡ロータリークラブ 
〒668-0031 豊岡市大手町６-16
TEL：0796-24-2800
FAX：0796-24-1360
E-mail：toyookarc@gmail.com

『ロータリー百話』という書物をご存知ですか？

１冊 1,100円（送料別)

◆ 12月の地区活動記録
日　　　時 行　　　事　　　名 場　　　所

 2 （金） 16：00～18：00 第２回地区運営会議 宝塚ホテル

 3 （土）
13：30～16：00 社会奉仕セミナー 神戸ポートピアホテル  偕楽
16：30～18：00 第２回研修委員会兼ガバナー補佐会議 神戸ポートピアホテル  パール

 4 （日）
14：00～16：00 環境の保護小委員会「ミツバチ勉強会」 神戸三宮東急REIホテル  ボールルームB
19：00～21：00 第３回国際奉仕小委員会 オンライン

 5 （月） 15：00～17：00 第１回地区財務委員会 ガバナー事務所会議室
 9 （金） 18：00～20：00 第５回職業奉仕委員会 オンライン
10（土）  9：00～17：00 2023学年度米山奨学生面接選考会 三宮研修センター

11（日）
10：00～12：00 2023-24年度第２回ガバナー補佐会議 神戸ポートピアホテル  つつじ
13：30～16：30 2023-24年度補助金管理セミナー 神戸ポートピアホテル  和楽

13（火）
15：00～16：00 第２回ガバナー指名委員会 ガバナー事務所会議室
18：00～20：00 第２回学友委員会 神戸三宮東急REIホテル  ローズ

15（木） 17：00～18：00 第２回ガバナー諮問委員会 トランティアン
16（金） 17：00～19：00 第４回規定審議委員会 ホテルオークラ神戸  桜／オンライン

18（日）

10：00～12：00 第６回青少年交換小委員会 神戸ポートピアホテル  のじぎく
13：00～15：00 第３回青少年交換来日生オリエンテーション 神戸ポートピアホテル  すみれ・つつじ
13：00～15：00 第２回青少年交換派遣候補生オリエンテーション 神戸ポートピアホテル  すみれ・つつじ
13：30～17：00 第５回RLI委員会 神戸ポートピアホテル  布引
15：00～17：00 青少年交換クリスマスパーティー 神戸ポートピアホテル  キーノーツ

20（火） 18：00～ 第３回公共イメージ委員会 オンライン
22（木） 16：00～18：00 第６回戦略計画委員会 神戸三宮東急REIホテル  ローズ
23（金） 15：30～17：00 第５回資金推進・ポリオプラス・ロータリーカード推進合同小委員会 神戸三宮東急REIホテル  ローズ
24（土） 19：00～21：00 第４回国際奉仕小委員会 オンライン
29（木） 18：30～20：30 第５回国際奉仕小委員会 オンライン

14 2022-23 GOVERNOR’S MONTHLY LETTER  No.8



クラブ管理運営委員会より

今月の例会開催数 例会の開催方法 他クラブからのメイクアップ受け入れ

休会中

3回
52.5％

4回
34.4％

テーブル配置 お食事について ロータリーソング斉唱

円卓・長机等
の対面式
88.5％

1回2回

休会

その他
あり
88.5％

あり
72.1％

音源のみ
19.7％

通常例会
68.9％

短縮例会

ハイブリッド例会
27.9％

★例会の運営、感染防止対策についての詳細

※HYOGOロータリーEクラブは例会がホームページ上で行われるため対象外といたします。　※未回答８クラブ

◆マスクカバー

なし
(オンライン含む)

お弁当
(持ち帰り含む)

なし
8.2％

スクール形式
11.5％

あり(通常通り)
93.4％

4.9％

■クラブの運営報告　2022年12月の回答結果 ※今月は61件の回答でした。

※各グラフの少数枠の％は、割愛致します。

なし
8.2％

実施している基本の感染防止対策
61件の回答

検温

マスク

アルコール消毒

アクリル板（パーテーション）

換気

ドア開放

0 10 20 30 40 50 60

40（66.7％）

59（98.3％）

57（95％）

32（53.3％）

47（78.3％）

43（71.7％）

『ロータリー百話』の復刻版刊行

この本は、故深川純一PDG（伊丹）からの諮問を受け、地区ロータリー情報委員会の故辻
忠夫PDG（豊岡）が責任編集でまとめられた例話集です。（1991年６月刊行）

このたびクラブの創立70周年記念事業のひとつとして、関係者のご理解をいただき、復刻版
を発刊いたしました。阪上栄樹ガバナーからも、式典でのご挨拶で（代読)
『ロータリー百話』について触れていただきました。 

新会員向けのロータリー読本というだけではなく、ロータリーを理解
するためにも是非ご一読いただきたい書物です。多少残部がありますの
で、この機会にお求めいただければとご案内いたします。 

できるだけまとめて（クラブ単位で）お申込みいただければ幸いです。 

〈申込先〉
豊岡ロータリークラブ 
〒668-0031 豊岡市大手町６-16
TEL：0796-24-2800
FAX：0796-24-1360
E-mail：toyookarc@gmail.com

『ロータリー百話』という書物をご存知ですか？

１冊 1,100円（送料別)
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Region 1 & 2 & 3

コーディネーターコーディネーター

NEWSNEWS
2023年１月号  №１
発行：Region 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター
ロータリー財団地域コーディネーター

あけましておめでとうございます。今年もよろしくお願いいたします。唐突で
すが、ステータスという言葉があります。日本語では「社会的な基準であり地位
の高さ」という意味を持ちます。英語では、ただ「地位」です。以前ロータリー
に入るとステータスが上がると言いました。今も言うのかも知れません。逆に言
うと、ロータリーに入っている人は、入っていない人より地位として高くなると
言えます。理屈を捏ねるつもりはありません。「あなたはロータリーという理念

や思想にふさわしい人ですかと日々自問自答していますか」と聞かれたらどう答えますか。
11月のロータリー研究会で国際ロータリー会長のジェニファー・ジョーンズさんが基調講演（同時通
訳）の中で、ご自身の弟が言った言葉として、「市民生活、自分自身の生活そのものがロータリー」を紹
介され、続けて「周りで起きる様々な事件は対処対応の機会を与えてくれている」のだと語られました。
そのような考え方ができる人、またはそのように考えられる人になろうとすることがロータリアンだと私
には聞こえました。そこで改めてロータリアンのステータスについて考えてみることにします。私が思い
出した言葉は「ノブレス・オブリージュ」です。欧米で定着した道徳観です。「貴族や上流階級などの財
産、権力、地位を持つ者は、それ相応の社会的責任や義務を負う」というものです。日本では「分相応」
という言葉がありますが、それよりは明確な意味のように聞こえます。また「ノブレス・オブリージュ」
は「騎士道」と繋がる言葉とありました。騎士道は、忠誠と勇気に加え、敬神・礼節・名誉・寛容、また
女性への奉仕などの徳を理想としました。
日本には「武士道」があります。武士道は、君主への絶対的な忠誠の他、信義、尚武、名誉などを重ん
じました。少し詳しく言うと、義（正義）・勇（正義を貫く勇気）・仁（慈愛）・礼（心からの礼儀）・
誠（正直誠実）・名誉（恥を知る）・忠義（忠誠）の七つの徳でした。この七つの徳を「四つのテスト」
と比べてみることにしました。ここからは私が感じるままに書きましたのでお許しください。１番目の
「真実かどうか」は義・勇・誠・忠義が、２番目の「みんなに公平か」は礼・誠・名誉、次の「好意と友
情を深めるか」は仁・礼・誠、最後の「みんなのためになるかどうか」はロータリーの理念や考えに忠実
かとなって仁・誠・名誉・忠義です。こうして考えると武士道と騎士道では敬神と女性への奉仕が異なる
くらいです。しかし敬神は、騎士道の世界では一神教ですから書かれますが、武士道と言いますか日本は
多神教で宗教を問いません。ただ女性への奉仕というのは異なります。これが今盛んに言われている女性
会員がまだまだ少ない原因かも知れませんと言ったら飛躍し過ぎでしょうか。中核的価値観とも簡単に比
べてみましょう。中核的価値観は、親睦・奉仕・高潔性・多様性・リーダーシップです。親睦は仁、礼で
あり誠、奉仕は義であり勇、高潔性は義、勇であり誠、多様性は仁であり礼、リーダーシップは義、勇、
仁、礼、誠、名誉、忠義のすべてと言えます。細かいことは別として、昔から人として生きるために言わ
れてきたことは、ロータリーが現在言っていることにも通じていると思います。よく言われる職業奉仕が
忘れられたという話も武士道騎士道がロータリーの考えに通じるところがあるとすれば、職業奉仕は忘れ
られてはいません。両道とも武士、騎士という階級ですが、当時の職業と言ってもよいと思います。する
と武士道も騎士道もその職業の掟とも言えます。
どうも近頃ロータリーを難しく考える風潮を感じます。何か理論や難しい言葉、特にロータリーが好き
な略語の羅列がまかり通っています。誰でもわかる言葉で易しく簡単にロータリーの話をするだけでよい
のではないでしょうか。それが最も公共イメージ向上につながるのではないでしょうか。公共イメージの
向上はロータリーのステータスを上げることですから。

第２地域 ロータリーコーディネーター補佐
辻 正敏（津RC）
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Region 1 & 2 & 3

コーディネーターコーディネーター

NEWSNEWS
2023年１月号  №２
発行：Region 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター
ロータリー財団地域コーディネーター

ロータリーのDEIのDiversity多様性は、会員の人種や国籍、性別、年齢、障が
いの有無、宗教、性的指向、価値観などの多様性から、キャリアや経験、職歴、
働き方といった職業生活における多様性まで幅広いジャンルで用いられる。

私は、2021-22年度の国際ロータリー第2610地区のガバナーとして、コロナウ
イルス感染症の状況を横目に見ながら、地区内64クラブへオンラインかリアルか
で、公式訪問を行った。その中で、クラブにも多様性があることに気付いた。RI

会長テーマや地区ガバナー方針など同じコンテンツが流れるものの、その解釈や実効性は多様だ。
決して類型化するわけではないが、大きく３つのクラブ形態があるように思えた 。
①伝統あるクラブでのI serve
②中間型
③比較的若いクラブでのWe serve
すなわち、③で示した地域における社会奉仕を目的として会員が集った元気のいいクラブでは、We・

皆で集まり奉仕活動をやり、積極的にマスコミやSNSに情報発信し、公共イメージを向上させる。まさ
に、一人でできないことでも徒党を組むことで、自己実現を狙うわけだ。

一方、①の伝統と格式を誇る老舗クラブだ。ここの会員になることがステータスであり、また、地域の
企業や組織のリーダーを会員とする。例会での、情報交換こそが職業奉仕であり、それがI serveである。
ここでは、「陰徳」の日本的精神とともに公共イメージ向上へのインセンティブは低いかもしれない 。

そして、②のその中間型クラブが大半を占める。クラブの重鎮の意見や特に会長の考え方で年度の取り
組みは異なる。いわば、会長イニシアティブ型だ。

敢えて、どの類型が是かはない。繰り返すがクラブの多様性だ。ただ、新入会員にとって、自分の思い
とクラブの考え方で乖離があったならば不幸だと言えよう。

各クラブが、自分たちのMission, Vision, Valueを、また、なりたい姿、ありたい姿を明文化してみよう。
さらに個々の会員が「私は誰だ？」「なぜロータリーにいるのか？」といった物語を明文化してみよう。
それを、地域に公開することで、地域における公共イメージを確立し、同行の士を募ることができるので
はないだろうか。

I serveの公共イメージ

第２地域 ロータリー公共イメージコーディネーター補佐
神野 正博（七尾RC）

Region 1 & 2 & 3

コーディネーターコーディネーター

NEWSNEWS
2023年１月号  №１
発行：Region 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター
ロータリー財団地域コーディネーター

あけましておめでとうございます。今年もよろしくお願いいたします。唐突で
すが、ステータスという言葉があります。日本語では「社会的な基準であり地位
の高さ」という意味を持ちます。英語では、ただ「地位」です。以前ロータリー
に入るとステータスが上がると言いました。今も言うのかも知れません。逆に言
うと、ロータリーに入っている人は、入っていない人より地位として高くなると
言えます。理屈を捏ねるつもりはありません。「あなたはロータリーという理念

や思想にふさわしい人ですかと日々自問自答していますか」と聞かれたらどう答えますか。
11月のロータリー研究会で国際ロータリー会長のジェニファー・ジョーンズさんが基調講演（同時通
訳）の中で、ご自身の弟が言った言葉として、「市民生活、自分自身の生活そのものがロータリー」を紹
介され、続けて「周りで起きる様々な事件は対処対応の機会を与えてくれている」のだと語られました。
そのような考え方ができる人、またはそのように考えられる人になろうとすることがロータリアンだと私
には聞こえました。そこで改めてロータリアンのステータスについて考えてみることにします。私が思い
出した言葉は「ノブレス・オブリージュ」です。欧米で定着した道徳観です。「貴族や上流階級などの財
産、権力、地位を持つ者は、それ相応の社会的責任や義務を負う」というものです。日本では「分相応」
という言葉がありますが、それよりは明確な意味のように聞こえます。また「ノブレス・オブリージュ」
は「騎士道」と繋がる言葉とありました。騎士道は、忠誠と勇気に加え、敬神・礼節・名誉・寛容、また
女性への奉仕などの徳を理想としました。
日本には「武士道」があります。武士道は、君主への絶対的な忠誠の他、信義、尚武、名誉などを重ん
じました。少し詳しく言うと、義（正義）・勇（正義を貫く勇気）・仁（慈愛）・礼（心からの礼儀）・
誠（正直誠実）・名誉（恥を知る）・忠義（忠誠）の七つの徳でした。この七つの徳を「四つのテスト」
と比べてみることにしました。ここからは私が感じるままに書きましたのでお許しください。１番目の
「真実かどうか」は義・勇・誠・忠義が、２番目の「みんなに公平か」は礼・誠・名誉、次の「好意と友
情を深めるか」は仁・礼・誠、最後の「みんなのためになるかどうか」はロータリーの理念や考えに忠実
かとなって仁・誠・名誉・忠義です。こうして考えると武士道と騎士道では敬神と女性への奉仕が異なる
くらいです。しかし敬神は、騎士道の世界では一神教ですから書かれますが、武士道と言いますか日本は
多神教で宗教を問いません。ただ女性への奉仕というのは異なります。これが今盛んに言われている女性
会員がまだまだ少ない原因かも知れませんと言ったら飛躍し過ぎでしょうか。中核的価値観とも簡単に比
べてみましょう。中核的価値観は、親睦・奉仕・高潔性・多様性・リーダーシップです。親睦は仁、礼で
あり誠、奉仕は義であり勇、高潔性は義、勇であり誠、多様性は仁であり礼、リーダーシップは義、勇、
仁、礼、誠、名誉、忠義のすべてと言えます。細かいことは別として、昔から人として生きるために言わ
れてきたことは、ロータリーが現在言っていることにも通じていると思います。よく言われる職業奉仕が
忘れられたという話も武士道騎士道がロータリーの考えに通じるところがあるとすれば、職業奉仕は忘れ
られてはいません。両道とも武士、騎士という階級ですが、当時の職業と言ってもよいと思います。する
と武士道も騎士道もその職業の掟とも言えます。
どうも近頃ロータリーを難しく考える風潮を感じます。何か理論や難しい言葉、特にロータリーが好き
な略語の羅列がまかり通っています。誰でもわかる言葉で易しく簡単にロータリーの話をするだけでよい
のではないでしょうか。それが最も公共イメージ向上につながるのではないでしょうか。公共イメージの
向上はロータリーのステータスを上げることですから。

第２地域 ロータリーコーディネーター補佐
辻 正敏（津RC）
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Region 1 & 2 & 3

コーディネーターコーディネーター

NEWSNEWS
2023年１月号  №３
発行：Region 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター
ロータリー財団地域コーディネーター

ロータリー財団地域コーディネーター補佐を拝命して３年目の第２地域、RI第
2750地区、東京世田谷ロータリークラブ所属の髙橋茂樹と申します。

2020-21年度、2021-22年度はCovid-19の影響を受けて、ARRFCとして十分な
活動を行なうことができませんでしたが、３年目の本年度は、第２地域の中で私
が担当をさせていただいております５地区のロータリー財団委員長の皆さんとも

対面でお話ができる状況になり、やっと担当地区にも伺うことができるようになりました。もともと第２
地域では、チームFF9と言う第２地域内の９地区のロータリー財団委員長の会がありますので、比較的情
報交換が行われているものと思いますが、それでも、コロナの影響は大きかったと思います。

その様な状況の中、11月19日に神戸で開催されました本年度のロータリー財団地域セミナーも全国から
200名を超える皆様にお越しいただき、盛大に行なうことができました。今回のセミナーの中で、私は
２つのパートを受け持たせていただきました。１つは、第１地域の羽部大仁直前RRFCとご一緒して、
「PHS（ポールハリスソサエティ）入会を推進する」と言うテーマで掛け合いでのお話をいたしました。
もう一つは、「ロータリー財団のクラブへの認知度向上」と言うテーマでのパネルディスカッションで、
４地区のロータリー財団委員長の皆様にパネリストになっていただき、モデレーターを務めさせていただ
きました。そして、これらを担当させていただくにあたり、いろいろと調べさせていただきましたが、そ
こで思いました幾つかの点について述べさせていただきます。

まず、PHSに関しましては、PHS会員数が100名以上の地区は３地区しか無く、更に14地区でまだPHS
コーディネーターがアサインされていない状況と言うことが分かりました。地区にとっても、クラブに
とっても寄付目標を達成するために、PHS会員を増やすことは、とても重要なことと考えます。是非、 
PHS入会を地区として推進していただければと思います。

また、パネルディスカッションを行なうにあたって、34地区のホームページを全て拝見いたしました。
そこで感じましたことは３つありました。一つ目は、ロータリー財団に関する情報が少なすぎると言うこ
とです。２つ目は、独自の情報では無く、マイロータリーへ誘導したり、ロータリー日本財団のホーム
ページやロータリー財団ニュースを掲載することで、済ませているケースが多いと言うことです。マイ
ロータリーに誘導するのであれば、その前提として、マイロータリーの登録を推進しなければなりませ
ん。そして、３つ目は、地区のロータリー財団委員会がこれで本当に機能しているのかと思える地区があ
ると思えることです。

皆様の地区のホームページをご覧いただき、ロータリー財団に関する情報のあり方について、検討して
いただければ幸いです。また、同時に、どの様な委員会組織にすれば、より効果的な、より実践的な委員
会活動が行えるかも、再検討いただければと思います。

ロータリー財団がなぜ必要なのか、なぜ重要なのか、その答えを、是非、もう一度お考えいただき、実
行していただきます様お願い申し上げます。

第２地域 ロータリー財団地域コーディネーター補佐
髙橋 茂樹（東京世田谷RC）
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国際ロータリー第2680地区　2022年12月会員数報告
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伊丹昆陽池
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　　小　計
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西 宮 夙 川
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　　小　計
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◆2022年12月末　女性会員数………… 128人

◆期 首 か ら の 増 減………………………13人増

◆期首からの女性増減………………………  7人増

◆クラブ数……………………………………　 70RC

◆2022年７月１日　クラブ会員数………2,522人

◆2022年12月末　 クラブ会員数………2,535人
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2‚535

Region 1 & 2 & 3

コーディネーターコーディネーター

NEWSNEWS
2023年１月号  №３
発行：Region 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター
ロータリー財団地域コーディネーター

ロータリー財団地域コーディネーター補佐を拝命して３年目の第２地域、RI第
2750地区、東京世田谷ロータリークラブ所属の髙橋茂樹と申します。

2020-21年度、2021-22年度はCovid-19の影響を受けて、ARRFCとして十分な
活動を行なうことができませんでしたが、３年目の本年度は、第２地域の中で私
が担当をさせていただいております５地区のロータリー財団委員長の皆さんとも

対面でお話ができる状況になり、やっと担当地区にも伺うことができるようになりました。もともと第２
地域では、チームFF9と言う第２地域内の９地区のロータリー財団委員長の会がありますので、比較的情
報交換が行われているものと思いますが、それでも、コロナの影響は大きかったと思います。

その様な状況の中、11月19日に神戸で開催されました本年度のロータリー財団地域セミナーも全国から
200名を超える皆様にお越しいただき、盛大に行なうことができました。今回のセミナーの中で、私は
２つのパートを受け持たせていただきました。１つは、第１地域の羽部大仁直前RRFCとご一緒して、
「PHS（ポールハリスソサエティ）入会を推進する」と言うテーマで掛け合いでのお話をいたしました。
もう一つは、「ロータリー財団のクラブへの認知度向上」と言うテーマでのパネルディスカッションで、
４地区のロータリー財団委員長の皆様にパネリストになっていただき、モデレーターを務めさせていただ
きました。そして、これらを担当させていただくにあたり、いろいろと調べさせていただきましたが、そ
こで思いました幾つかの点について述べさせていただきます。

まず、PHSに関しましては、PHS会員数が100名以上の地区は３地区しか無く、更に14地区でまだPHS
コーディネーターがアサインされていない状況と言うことが分かりました。地区にとっても、クラブに
とっても寄付目標を達成するために、PHS会員を増やすことは、とても重要なことと考えます。是非、 
PHS入会を地区として推進していただければと思います。

また、パネルディスカッションを行なうにあたって、34地区のホームページを全て拝見いたしました。
そこで感じましたことは３つありました。一つ目は、ロータリー財団に関する情報が少なすぎると言うこ
とです。２つ目は、独自の情報では無く、マイロータリーへ誘導したり、ロータリー日本財団のホーム
ページやロータリー財団ニュースを掲載することで、済ませているケースが多いと言うことです。マイ
ロータリーに誘導するのであれば、その前提として、マイロータリーの登録を推進しなければなりませ
ん。そして、３つ目は、地区のロータリー財団委員会がこれで本当に機能しているのかと思える地区があ
ると思えることです。

皆様の地区のホームページをご覧いただき、ロータリー財団に関する情報のあり方について、検討して
いただければ幸いです。また、同時に、どの様な委員会組織にすれば、より効果的な、より実践的な委員
会活動が行えるかも、再検討いただければと思います。

ロータリー財団がなぜ必要なのか、なぜ重要なのか、その答えを、是非、もう一度お考えいただき、実
行していただきます様お願い申し上げます。

第２地域 ロータリー財団地域コーディネーター補佐
髙橋 茂樹（東京世田谷RC）
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新会員紹介 ・ 一緒にロータリーライフを楽しみましょう（敬称略・クラブ順）

ご寄付ありがとうございます（敬称略・クラブ順）

ホテル
2022/12/8入会

須山　裕介
証券業

2022/12/7入会

山下　　毅

神　　　戸 明　　　石

金融コンサルタント
1/12入会

鹿子木　健

伊　　　丹

不動産企画営業
1/13入会

田中　博季

川　　　西

有線放送
1/10入会

古庄　恵浩

加　古　川

旅館飲食料理接客業
1/1入会

今井　　学

香　　　住北　　　条

建築業
1/1入会

田村　竜二

中央銀行
2022/11/10入会

竜田　博之

ソフトウェア業
1/10入会

池田　義人

メジャードナー マルチプル・ポール・ハリス・フェロー ポール・ハリス・フェロー

（尼崎東）
小坂　圭一

（尼崎東）
平野高太郎

ポール・ハリス・フェロー

ポール・ハリス・フェロー

（生野）
上田　真之

（尼崎東）
的場　眞司

（尼崎東）
喜多　　敬

（尼崎東）
平山　哲行

（生野）
山田　義彦

（神戸東灘）
舟元美智子

（尼崎東）
藤井　秀樹

（尼崎東）
森　　　貴

（尼崎東）
大海　昌栄

（生野）
池野　雅視

（生野）
佐竹　　保
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ご寄付ありがとうございます（敬称略・クラブ順）

ご冥福をお祈り申し上げます

故　進藤　栄六　氏（龍野）
2022年12月16日　享年88

故　岸元　善之　氏（姫路西）
１月11日　享年77

◆近日開催予定 セミナー等のご案内
2022-23年度

■第２期ロータリー・リーダーシップ研究会（RLI）パートⅡ
　日時：2023年２月12日(日）９：30～17：45　
　場所：園田学園女子大学 

2023-24年度
■2023年地区チーム研修セミナー
　日時：2023年２月19日(日）13：30～17：30
　場所：神戸ポートピアホテル 和楽

■地区大会
　日時：2023年３月４日(土）、５日（日）
　場所：神戸ポートピアホテル

■2023年PETS（会長エレクト研修セミナー）
　日時：2023年３月12日(日）13：00～17：30
　場所：神戸ポートピアホテル　大輪田

※上記、各予定は今後変更になる場合がございます。予めご了承ください。

ガバナー事務所からのお知らせ

米山功労者（3回）

（川西）
芝田　一夫

（尼崎東）
田野島孝道

米山功労者（1回）

（尼崎）
伊口　隆弘

（尼崎）
河野　　有

米山功労者（8回）

（川西）
北川　博崇

米山功労者（6回）

（神戸須磨）
益子　和久

新会員紹介 ・ 一緒にロータリーライフを楽しみましょう（敬称略・クラブ順）

ご寄付ありがとうございます（敬称略・クラブ順）

ホテル
2022/12/8入会

須山　裕介
証券業

2022/12/7入会

山下　　毅

神　　　戸 明　　　石

金融コンサルタント
1/12入会

鹿子木　健

伊　　　丹

不動産企画営業
1/13入会

田中　博季

川　　　西

有線放送
1/10入会

古庄　恵浩

加　古　川

旅館飲食料理接客業
1/1入会

今井　　学

香　　　住北　　　条

建築業
1/1入会

田村　竜二

中央銀行
2022/11/10入会

竜田　博之

ソフトウェア業
1/10入会

池田　義人

メジャードナー マルチプル・ポール・ハリス・フェロー ポール・ハリス・フェロー

（尼崎東）
小坂　圭一

（尼崎東）
平野高太郎

ポール・ハリス・フェロー

ポール・ハリス・フェロー

（生野）
上田　真之

（尼崎東）
的場　眞司

（尼崎東）
喜多　　敬

（尼崎東）
平山　哲行

（生野）
山田　義彦

（神戸東灘）
舟元美智子

（尼崎東）
藤井　秀樹

（尼崎東）
森　　　貴

（尼崎東）
大海　昌栄

（生野）
池野　雅視

（生野）
佐竹　　保
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事務所
〒650-0046  神戸市中央区港島中町6-10-1 神戸ポートピアホテル本館7階722号室
TEL：078-304-2680　FAX：078-304-2681
E-mail rid2680@abelia.ocn.ne.jp

国際ロータリー第2680地区

　ガバナー  阪 上　栄 樹

３月４日土 １日目

３月５日日 ２日目

2022-23年度 地区大会
国際ロータリー第2680地区

～ Let’s Enjoy Rotary!! ～
於　神戸ポートピアホテル

13：00～　大会特別委員会
14：00～　会長・幹事会
14：30～　ロータリーファミリーの集い
14：50～　地区指導者育成セミナー
17：30～　RI会長代理歓迎晩餐会

  9：40～　オープニングアトラクション
10：00～　本会議
13：30～　記念講演

17：00～　会員家族懇親会

有本　香 氏
｢ニュースから読み解く真実」

バイオリン
小野 真理さん

ピアノ
山中 歩夢さん

RI会長代理歓迎晩餐会アトラクション

阪上ユキ&Cowboy Dreamers
本会議アトラクション
会員家族懇親会

絵莉 千晶さん
（会員家族懇親会）

宝塚キッズダンスミント
（本会議アトラクション）

記念講演
有本 　香氏

服部 陽子氏（東京広尾RC）
第２地域ロータリー公共イメージコーディネーター
2750地区2018-19年度ガバナー

（　　　　　　　　）

RI会長代理


